
    11月 26日（日）、卓球部の大会に釧路まで引率する機会を得ました。実に１６ 

年振りの大会引率でとっても懐かしい思いでした。今回の大会では、選手たち皆

が日頃の練習の成果を十分に発揮し、持っている力を出せたことが素晴らしかったです。会場の雰囲気や

知らない選手と試合するなど、違う環境の中でいつも通りやる（自分の力を発揮する）ことはなかなかで

きることではありません。たくましい浜中生の姿を見た一日となりました。 
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浜中中学校学校だより NO.８／令和５年１１月３０日（木）発行 

 

生き方について 
 

 

校長 柏尾 和市 

  

         ４月１日より４年ぶりの浜中町、そして１２年ぶりに７年間お世話になった浜中中学 

校に勤務することができてとてもうれしく思います。また、当時の生徒たちが、立派な 

親となり、社会人となって活躍している姿をみると感激もひとしおです。 

                    さて、令和５年度は新入生６名を迎え、全校生徒１２名となった浜中中学校は、新し 

く着任した５名を含む職員１０名とともに、新たなスタートを切りました。生き生きと 

した目、教師たちの話しに頷きながら聞く態度、しっかりとした姿勢で学校生活に臨んでいる子どもたちを

見ると、気を緩める余裕などないことに改めて気づかされます。 

義務教育の最終段階である中学校は、学習に励み、心を磨き、心身を鍛練し、知・徳・体の調和のとれた 

成長と発達段階に合わせた自立を促し、次のステップに送り出すことが役目です。そのためには、学ぶ場に 

ふさわしい環境作りを実現し、下記の学校教育目標が生徒の姿として具体的に現れてくることが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標（Educational Goals） 

共に学び、共に生きる主体的な存在を目指して  

1 目標を持って学び続け、新しい未来を創造する生徒 
2 多様な他者と協働しながら、自らの人生に挑戦し続ける生徒 
3 たくましい心と身体を目指し、自ら生活改善を続ける生徒 

校長自慢【その８】 

■今年の学校祭の全校劇では、お父さんが亡くなる場面がありました。子供たちの表現力やＢＧＭなど

の演出効果も相まって、感情が揺さぶられました。と同時に、亡くなった叔母のことを思い出しました。

■叔母は私にとって大切な存在でした。小学生の時は話し・遊び相手、中学生の時は、勉強や部活動で

悩んでいる時に優しく声をかけてくれました。高校・大学生の時は、地方に出たので頻繁に会えなくな

りましたが、夏・冬休みには必ず遊びに言って近況報告したり、励ましの言葉をもらったりしました。 

■大学を卒業して教師をスタートさせた時も、不安しかなかった私を元気づけようと、叔母は赴任先ま

で親と一緒についてきました。この頃から叔母は、通院する回数が増えてきました。叔母が亡くなって

１２月１４日で６年目になります。８４歳でした。 

■ところで、私は５２歳になり３か月あまりが経ちましたが、「人が生きていく」ということはどんな

ことだろうと考えることがあります。「衣食住」が整っていればとりあえず生きていくことができます。

でも、それだけでは満足できるはずがありません。潤いとか、ゆとりとか、生きがいといったことがな

ければ、決して納得がいく生き方とは思えません。人が人らしく生きるというのは、他の動物が生きる

ということとは本質的に違うように感じます。 

■では、満足のいく生き方、納得できる生き方、幸せな生き方、を実現するには何が必要でしょう？ 

私は、学ぶことこそ大切だと考えています。人間がこれまで進化を遂げてきたのは、言葉を持ったこと

と、考え、工夫し、改めるという流れを絶え間なく行ってきたからだと思います。 

■今、こういう時代に生きている私たちも、学ぶことの大切さを噛みしめて、死に至るまで学び続ける

ような生き方を目指していきたいものです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  １０月末から１１月にかけて、思春期講座を行いました。講師は、釧路町助産院マタニティアイや浜中
町役場健康福祉課健康推進係の方をお招きし学年毎に実施しました。１年生は「大切なココロと体を
守るために」。２年生は「思春期の心の発達と異性の特徴を学ぼう」３年生は「将来の自分と大切な人
を守るために」との題材で行いました。それぞれの学習の中で、思春期における心身の変化や異性と
の向き合い方、互いに思いやる気持 
ちの大切さや自身の心との向き合い 

方など、多様な他者と協働しながら学 
校生活を送っていくことの大切さを学 
んでいました。快く授業を引き受けて 
下さった講師の皆様、誠にありがとう      【１年生】        【２年生】        【３年生】 
ございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  １１月１５日（水）に防犯教室を実施しました。この防犯教室は、「警察補導員が授業支援者として学
校の授業に参加し、生徒の規範意識と犯罪意識の向上と犯罪被害防止を図り、健全育成に役立て
る」ことを目的にしています。今回は、札幌より北海道警察本部生活安全部、少年課から２名が来校さ
れ、「命の大切さ」をテーマに、少年犯罪やいじめ、自死等の今日的な課題について講話をしていただ
きました。講話では、事例をもとに進められ、一人一人の心に響く内容となっており、各自が自分ごとと
して捉えることのできる素晴らしい内容でした。話の内容から、目頭が熱くなる場面も多々ありました。
生徒の感想（要約）からも「いじめは絶対にしてはいけないことを再確認できた。」「命がどれだけ大
切なものか改めて感じることができた」「もし悩みがあれば必ず相談することが大切」「自分や周りの
人を守ることのできる存在になっていきたい」など、学びを深めることができました。 

 

１１月２４日（金）本校体育館において人権教室を開催しました。講師として浜中町
人権擁護委員の２名に来校いただきました。開催に先立ち校長室において、人権擁護委員会より永
年表彰（５年連続で人権教室を開催したことに対して）を受けました。 
教室では、人権という言葉の意味を確認し、「いじめ」をなくすために一人一人が取り組むべき事
柄や、考え方をグループに分かれ共有しました。いじめのない 
社会を目指して、今できることにしっかりと取り組んでいこうと 

全校生徒で再確認することができました。 
 
 
 

性の指導「思 春 期 講 座」 

1 金
代議委員会　三者面談

学力コンテスト（社会）
11 月 21 木 移動図書

2 土 12 火 22 金
2学期終業式
学力コンテスト（数学）

3 日 13 水 23 土 冬期休業開始～1月15日まで

4 月 朝会 14 木 後期中間テスト（１・２年） 24 日

5 火 浜中町学力調査 15 金
スクールカウンセラー
どさチャン

25 月 どさん子☆浜中町子ども地区会議

6 水 16 土 26 火

7 木 17 日 27 水

8 金 総合学習発表会 18 月 清掃強化週間 28 木

9 土 19 火 29 金 学校閉庁日

10 日 20 水 30 土 学校閉庁日

31 日 学校閉庁日

1
2
月
行
事
予
定


